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祝 開通 50 周年

広報ながしま  2024年5月号  ｜  0203 ｜  広報ながしま  2024年5月号

黒
之
瀬
戸
大
橋

黒
之
瀬
戸
大
橋黒之瀬戸大橋

橋種形式 下路式３径間連続トラス橋
全長 502 ｍ
幅員 全幅員８ｍ
高さ 海面から約 27 ｍ
起工 昭和 47 年５月
閉合 昭和 48 年７月 23 日
開通 昭和 49 年４月９日
発注者 （旧）日本道路公団
施工業者 （下部工事）鹿島建設㈱

（上部工事）川崎重工業㈱
建設費用 18 億５千万円

祝祝

開
通
開
通
5050
周
年
周
年

　
長
島
町
と
阿
久
根
市
を
隔
て
る
黒
之
瀬

戸
海
峡
。
八
代
海
と
東
シ
ナ
海
を
つ
な
ぐ

幅
５
０
０
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
４
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
程
の
狭
い
海
峡
は
、
最
大
潮
流
８

ノ
ッ
ト
（
約
15
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
／
毎
時
）

と
常
に
流
れ
が
早
く
、
日
本
三
大
急
潮
の

ひ
と
つ
と
し
て
数
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
海
峡
の
往
来
は
、か
つ
て
は
個
人
の
船
、

県
営
の
動
力
船
、
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
な
ど
が

運
行
し
て
い
ま
し
た
が
、
運
べ
る
人
や
物

の
量
、運
行
回
数
な
ど
に
限
界（
フ
ェ
リ
ー

３
隻
で
、
１
日
23
往
復
、
乗
客
７
０
０
人

と
自
動
車
３
５
０
台
）
が
あ
り
ま
し
た
。

黒
之
瀬
戸
大
橋
の
開
通
に
よ
り
、
徒
歩
で

約
７
分
、
車
で
約
40
秒
、
24
時
間
い
つ
で

も
往
来
で
き
る
よ
う
に
な
り
交
通
環
境
が

劇
的
に
改
善
さ
れ
ま
し
た
。

　
架
橋
に
向
け
て
昭
和
38
年
、
長
島
町
、

東
町
（
当
時
）、
阿
久
根
市
は
、
黒
之
瀬

戸
架
橋
期
成
同
盟
会
を
結
成
し
、
１
市
２

町
を
上
げ
て
、
住
民
の
は
が
き
に
よ
る
陳

情
活
動
や
、
小
中
学
生
に
よ
る
作
文
陳
情

な
ど
、
行
政
・
住
民
が
一
丸
と
な
っ
て
国

な
ど
の
関
係
者
へ
の
要
望
活
動
に
積
極
的

に
取
り
組
み
、
住
民
の
悲
願
で
あ
っ
た
黒

之
瀬
戸
大
橋
の
開
通
が
実
現
し
ま
し
た
。

　
昭
和
49
年
４
月
の
開
通
以
来
、
半
世
紀

に
わ
た
り
、
両
市
町
の
住
民
の
暮
ら
し
を

支
え
、
経
済
・
文
化
の
発
展
に
貢
献
し
て

き
た
黒
之
瀬
戸
大
橋
。　

　
今
回
は
、
長
島
町
・
阿
久
根
市
の
広
報

紙
の
合
同
企
画
と
し
て
、
開
通
50
周
年
を

迎
え
た
黒
之
瀬
戸
大
橋
を
特
集
し
ま
す
。



　
阿
久
根
市
と
長
島
町
を
隔
て
る
黒
之
瀬
戸
海

峡
の
架
橋
部
の
海
底
は
、
阿
久
根
市
側
が
約
20

度
、
長
島
町
側
が
約
30
度
の
勾
配
で
海
底
へ
下

り
ス
リ
バ
チ
状
と
な
っ
て
い
て
、
最
深
部
は
約

60
メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
形

橋
脚
（
下
部
工
事
）

橋
脚
の
基
礎
の
施
工
は
、
こ
の
橋
梁
の
建
設
に

あ
た
り
最
も
困
難
で
あ
っ
た
部
分
で
、
当
時
は
全

国
で
も
ほ
ど
ん
ど
例
を
見
な
い
難
工
事
で
し
た
。

　
潮
流
抵
抗
の
大
き
い
箇
所
で
の
作
業
は
、
施

工
の
早
期
完
了
・
安
全
・
確
実
な
達
成
に
主
目

的
が
置
か
れ
、
陸
上
で
組
み
立
て
た
鋼
製
の
型

枠
を
大
型
ク
レ
ー
ン
船
で
所
定
位
置
に
潮
止
ま

り
を
ね
ら
っ
て
据
え
付
け
を
行
う
工
法
が
採
用

さ
れ
ま
し
た
。

久
根
の
黒
之
浜
港
と
長
島
の

瀬
戸
港
間
を
車
ご
と
移
動
す

る
こ
と
が
で
き
る
県
営
フ
ェ
リ
ー
の

「
黒
之
瀬
戸
丸
」
は
、
昭
和
33
年
の

就
航
か
ら
人
や
車
の
輸
送
だ
け
で
な

く
、
島
民
の
生
活
物
資
や
文
化
を
支

え
る
た
め
運
行
し
て
き
ま
し
た
が
、

昭
和
49
年
黒
之
瀬
戸
大
橋
開
通
に
よ

り
、
こ
の
年
の
４
月
９
日
、
阿
久
根

市
民
、
長
島
島
民
に
惜
し
ま
れ
つ
つ

姿
を
消
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

阿

カーフェリーの黒之瀬戸丸

通
式
で
は
、
橋
が
永
く
健
全

で
あ
る
よ
う
に
と
願
い
を
こ

め
、
東
町
、
長
島
町
、
阿
久
根
市
か

ら
親
子
３
代
の
夫
婦
22
組
や
児
童

６
０
０
人
に
よ
る
渡
り
初
め
が
盛
大

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
花
火
が
上
が

り
、
風
船
が
飛
び
交
う
中
、
橋
の
中

央
に
敷
か
れ
た
赤
じ
ゅ
う
た
ん
の
上

に
は
、
身
動
き
で
き
な
い
ほ
ど
多
く

の
人
た
ち
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
ま

し
た
。 開

盛大に行われた渡り初め

初
、
自
動
車
の
通
行
量
を
１

日
約
１
０
０
０
台
を
見
込
ん

で
お
り
、
橋
の
通
行
料
は
30
年
間
を

め
ど
に
徴
収
す
る
予
定
で
し
た
。
し

か
し
実
際
は
１
日
平
均
３
４
５
０
台

が
通
り
、
開
通
か
ら
約
10
年
で
通
行

累
計
台
数
１
０
０
０
万
台
を
突
破
し

ま
し
た
。
そ
の
後
も
通
行
量
は
年
々

増
加
し
、
早
期
に
建
設
費
用
の
回
収

が
完
了
し
、
17
年
後
の
平
成
２
年
９

月
に
は
無
料
と
な
り
ま
し
た
。

当

通行料の回収完了

オープニングを飾った鹿児島毘沙門太鼓 オープニングを飾った鹿児島毘沙門太鼓 響響
こー るこ ー る
流流による太鼓演奏による太鼓演奏

黒之瀬戸架橋のあゆみ

昭和 21 年 12 月 県営フェリー運行開始
昭和 38 年    9 月 「黒之瀬戸丸」就航
昭和 38 年 10 月 阿久根・東・長島の１市２町が架橋期成

同盟会を結成
昭和 40 年   6 月 道路公団理事ら現地視察、予備検討路線指定
昭和 42 年 10 月 道路公団が現地架橋調査
昭和 43 年  ７月 佐藤栄作首相に１市２町と婦人会関係者が

昭和 44 年着工を陳情
昭和 44 年  １月 「架橋決定」の通知届く
昭和 45 年  ４月 道路公団が阿久根市脇本に工事事務所を開設
昭和 47 年  ５月 黒之瀬戸大橋起工式
昭和 48 年  ７月 閉合式が行われ、橋げたが中央部でつながる
昭和 49 年  ４月 ９日開通式

県営フェリー「黒之瀬戸丸」廃止
昭和 50 年  ４月 一般国道 389 号に昇格
昭和 59 年  １月 通行累計台数 1,000 万台突破
平成  ２年  ９月 鹿児島県に引き継ぎ無料開放

黒之瀬戸大橋開通 50 周年記念事業協議会黒之瀬戸大橋開通 50 周年記念事業協議会
　副会長　阿久根市長　西平　良将　副会長　阿久根市長　西平　良将

　地域住民が待ち望んだ「黒之瀬戸大橋」が
開通した昭和 49年４月９日から 50年経過
し、このように記念式典を開催することがで
きたことは非常に感慨深いものがあります。
今では当然のように通行している黒之瀬戸大
橋ではありますが、あらためて先人たちのご
苦労と橋がもたらした今の生活を振り返り、
この橋を地域の財産としてしっかり守りなが
ら、阿久根市と長島町が手を取り合って、共
に発展してまいりたいと考えております。

【
参
考
文
献
】『
黒
之
瀬
戸
大
橋
の
あ
ゆ
み
』　
日
本

道
路
公
団
福
岡
管
理
局
、
黒
之
瀬
戸
大
橋
管
理
事

務
所
（
平
成
２
年
10
月
30
日
発
行
）

黒之瀬戸大橋あらまし

架
設
（
上
部
工
事
）

　
昭
和
48
年
４
月
か
ら
７
月
ま
で
架
設
作
業
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
台
風
シ
ー
ズ
ン
で
作
業
に
は

万
全
が
期
さ
れ
ま
し
た
が
、
幸
い
に
も
架
設
期

間
中
の
台
風
通
過
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
上
部
工
事
の
架
設
作
業
は
、
次
の
３
点
に
留

意
し
て
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

①
台
風
多
通
過
地
域
で
あ
る
た
め
、
短
期
間
で

の
工
事
を
行
う
。

②
両
岸
か
ら
の
張
り
出
し
工
法
で
あ
っ
た
た

め
、
高
度
な
精
度
管
理
が
必
要
で
あ
る
。

③
組
み
立
て
は
高
所
作
業
で
、
下
が
急
流
海
峡

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
作
業
員
の
墜
落
防
止
を

行
う
。

　
こ
れ
ら
の
点
に
留
意
し
、工
事
が
施
工
さ
れ
、

両
側
か
ら
張
り
出
し
た
橋
げ
た
が
、
昭
和
48
年

７
月
10
日
に
無
事
に
閉
合
さ
れ
ま
し
た
。

維
持
管
理

　
昭
和
55
年
の
１
回
目
の
塗
り
替
え
の
際
に
建

設
時
の
シ
ル
バ
ー
グ
レ
ー
か
ら
ダ
ル
ブ
ル
ー
に

塗
り
替
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
ダ
ル
ブ
ル
ー
は
橋
の
存
在
感
を
失
う
こ
と
な

く
、
黒
之
瀬
戸
の
深
い
海
の
色
と
ク
リ
ア
な
空

に
調
和
す
る
色
と
し
て
、
ま
た
、
汚
れ
が
目
立

た
な
い
点
も
考
慮
さ
れ
て
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

　
検
討
段
階
に
お
い
て
は
、第
２
候
補
と
し
て
、　

黒
之
瀬
戸
の
海
と
空
の
色
と
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
と

な
る
、
ク
リ
ー
ム
系
の
イ
エ
ロ
ー
で
あ
る
ペ
ー

ル
イ
エ
ロ
ー
の
案
も
あ
り
ま
し
た
。

開通式を見守る住民

建設中の橋（閉合前） 開通式では両側でテープカット

建設中の橋脚と黒之瀬戸丸

黒之瀬戸大橋開通 50 周年記念事業協議会
　会長　長島町長　川添　健

長島町と阿久根市をつなぐ橋が完成して
50年を記念するこの日はとても感慨深いも
のがあります。この橋により、活発な本土と
の交流が生まれ、町民の暮らしは劇的に変化
し、かつては孤立した島であった本町に未来
への扉が開かれました。その後の経済の発展
は目覚ましく、心の架け橋としても地域に恩
恵をもたらしました。今後は、三県架橋や地
域高規格道路、獅子島架橋により、さらなる
発展を皆さんと共に歩んでいく覚悟です。

４月９日、本町と阿久根市を結ぶ黒之瀬戸大橋が開通
50周年を迎え、道の駅黒之瀬戸だんだん市場前駐車場
で記念式典が開催されました。
　式典は、黒之瀬戸大橋開通 50周年記念事業協議会（会
長・川添健町長）主催で行われ、副会長の西平良将阿久
根市長の他、両地区の関係者ら約 60人が出席しました。

祝 開通 50 周年

うずしおパークから黒之瀬戸大橋を見学うずしおパークから黒之瀬戸大橋を見学

広報ながしま  2024年5月号  ｜  04 05  ｜  広報ながしま  2024年5月号しま  2023年２月号

万歳三唱で式を締めくくる万歳三唱で式を締めくくる



アイショップかわみなみ店主

橋開通後、新聞に取材を受けた
中納さん。23歳の当時は、青年
団活動などを活発に行っていた。

旅館「黒潮荘」女将

旅館「黒潮荘」には、元気
あふれる若い作業員などが
宿泊し活気にあふれていた。

祝 開通 50 周年

長島町長島町 松木 三
みつ お
雄 さん (85)

㈲三昌モータース　会長

阿久根側から車両第１号
として長島へ。有料期間最
終車両も松木さん。

福浦 三
みつのり
則 さん (68)

黒之浜港で漁業を営む

阿久根側の県営フェリー
の発着港である黒之浜で
15歳から漁師となる。

阿久根市阿久根市

広報ながしま  2024年5月号広報ながしま  2024年5月号  ｜    ｜  0606

車両第１号として記念品を受け取る松木さん車両第１号として記念品を受け取る松木さん

橋
建
設
工
事
が
始
ま
る
少
し

前
か
ら
フ
ェ
リ
ー
黒
之
瀬
戸

丸
の
待
合
所
付
近
で
旅
館
「
黒
潮

荘
」
を
夫
婦
で
営
業
し
て
い
た
林
オ

サ
ヲ
さ
ん
に
当
時
の
様
子
を
伺
い
ま

し
た
。

ー
旅
館
を
始
め
た
き
っ
か
け
は

今
は
亡
き
夫
が
独
断
で
決
め
た
。
私

は
最
初
反
対
し
て
い
た
が
、
お
客
さ

ん
に
悪
い
思
い
を
さ
せ
て
は
い
け
な

い
と
、
一
生
懸
命
に
が
ん
ば
り
ま
し

た
。ー

ど
ん
な
か
た
が
宿
泊
し
て
い
ま

し
た
か

架
橋
前
の
調
査
を
行
う
サ
ル
ベ
ー
ジ
の

作
業
員
か
ら
と
び
職
、
橋
が
架
か
っ
た

後
は
、
ペ
ン
キ
を
使
う
塗
装
作
業
の
人

た
ち
が
宿
泊
し
て
い
ま
し
た
。

ー
宿
泊
し
た
作
業
員
で
思
い
出
に

残
っ
て
い
る
か
た
は
い
ま
す
か

特
に
と
び
職
の
若
者
は
血
気
盛
ん
で

し
た
。
夜
に
お
酒
が
入
る
と
作
業
員

同
士
の
け
ん
か
も
あ
り
、
私
が
仲
裁

に
入
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
だ
け

ど
元
気
な
子
ほ
ど
人
情
に
厚
く
、
私

の
こ
と
を
「
お
母
さ
ん
」
と
呼
ん
で

も
ら
っ
て
、架
橋
後
の
数
十
年
の
間
、

連
絡
を
取
っ
て
い
ま
し
た
。
当
時
は

大
変
だ
っ
た
け
ど
、
今
は
本
当
に
良

い
思
い
出
で
す
。

ー
架
橋
後
50
年
を
迎
え
て
思
う
こ

と
は

橋
が
で
き
て
と
て
も
便
利
に
な
っ

た
。
毎
日
楽
し
く
暮
ら
し
て
い
る
の

で
現
状
維
持
が
目
標
で
す
。

21
歳
で
創
業
し
、
自
動
車
整

備
・
販
売
業
を
営
む
。
橋
建

設
の
際
は
、
工
事
を
行
う
重
機
や
機

械
の
整
備
を
請
け
負
う
。
昭
和
49
年

４
月
９
日
の
開
通
日
に
は
阿
久
根
側

か
ら
車
両
第
１
号
と
し
て
、
ま
た
、

平
成
２
年
９
月
21
日
の
無
料
開
放
開

始
の
際
は
、
前
日
の
有
料
期
間
最
終

車
両
と
し
て
橋
を
渡
り
ま
し
た
。

―
―
開
通
前
の
思
い
出
は

長
島
に
も
顧
客
が
多
く
、
フ
ェ
リ
ー

で
往
来
し
て
い
ま
し
た
。
フ
ェ
リ
ー

は
順
番
を
取
る
の
が
大
変
で
、
朝
早

く
か
ら
待
機
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し

た
。
仕
事
が
長
引
い
て
し
ま
え
ば
、

フ
ェ
リ
ー
で
帰
れ
な
く
な
り
、
長
島

に
泊
ま
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
ほ

か
の
阿
久
根
か
ら
の
商
売
人
も
同
じ

よ
う
に
、皆
苦
労
し
た
と
思
い
ま
す
。

―
―
建
設
中
の
思
い
出
は

道
路
公
団
か
ら
の
依
頼
で
橋
の
建
設

現
場
の
重
機
や
機
械
の
整
備
の
仕
事

を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。
現

場
で
使
用
し
て
い
た
発
電
機
な
ど
を

修
理
す
る
時
は
、
も
の
す
ご
い
速
さ

で
潮
が
流
れ
、
渦
が
巻
い
て
い
る
海

の
上
に
、
鉄
骨
の
間
に
渡
さ
れ
た
30

〜
40
㎝
ほ
ど
し
か
な
い
道
板
の
上

を
、
足
を
す
く
ま
せ
な
が
ら
進
ん
だ

こ
と
を
今
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま

す
。

―
―
開
通
50
周
年
を
迎
え
て

３
８
９
号
を
行
き
交
う
農
産
物
な
ど

の
運
搬
車
や
救
急
車
な
ど
の
活
発
な

車
の
往
来
を
見
る
と
、微
力
な
が
ら
、

長
島
の
発
展
や
阿
久
根
市
と
の
繋
が

り
の
パ
イ
プ
と
な
る
橋
の
建
設
に
貢

献
で
き
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

笠
中
学
校
卒
業
後
、
地
元

黒
之
浜
で
漁
業
を
始
め
る
。

黒
之
瀬
戸
大
橋
開
通
前
に
運
行
さ
れ

て
い
た
県
営
フ
ェ
リ
ー
「
黒
之
瀬
戸

丸
」
が
発
着
を
行
う
黒
之
浜
港
で
、

50
年
以
上
漁
業
を
営
み
な
が
ら
、
黒

之
浜
港
や
黒
之
瀬
戸
海
峡
の
変
化
を

目
の
当
た
り
に
し
て
き
ま
し
た
。
橋

の
開
通
を
境
に
し
た
、
地
元
の
生
活

の
変
化
を
伺
い
ま
し
た
。

―
―
開
通
前
の
黒
之
浜
の
様
子
は

待
ち
あ
い
の
車
が
長
い
列
を
作
っ
て

い
ま
し
た
。
私
の
１
級
上
で
あ
る
昭

和
29
年
生
ま
れ
の
先
輩
方
ま
で
は
、

長
島
か
ら
三
笠
中
学
校
に
フ
ェ
リ
ー

と
バ
ス
を
使
っ
て
通
っ
て
い
た
の

で
、フ
ェ
リ
ー
の
待
合
の
時
間
に
は
、

寄
っ
て
語
ら
っ
て
い
た
こ
と
を
覚
え

て
い
ま
す
。
フ
ェ
リ
ー
乗
り
場
の
近

く
に
は
回
転
焼
き
を
売
る
お
店
が
あ

り
、
そ
こ
も
人
気
が
あ
り
ま
し
た
。

―
―
50
年
前
の
橋
建
設
の
様
子
は

地
元
黒
之
浜
で
漁
師
の
仕
事
を
し
て

お
り
、
毎
日
、
船
の
上
か
ら
目
と
鼻

の
先
に
あ
る
建
設
現
場
を
見
て
い
ま

し
た
。
ま
さ
か
こ
こ
に
橋
が
架
か
る

と
は
、
当
時
は
想
像
も
つ
か
な
か
っ

た
の
で
、
両
側
か
ら
徐
々
に
出
来
て

い
き
、
中
央
で
狂
い
も
な
く
閉
合
さ

れ
た
と
こ
ろ
を
見
て
、夢
み
た
い
な
、

感
動
と
驚
き
が
あ
り
ま
し
た
。

―
―
開
通
後
は

フ
ェ
リ
ー
が
な
く
な
り
、
黒
之
浜
は

少
し
さ
び
し
さ
も
あ
り
ま
し
た
が
、

橋
開
通
後
は
、
長
島
か
ら
国
道
３
号

に
繋
が
る
道
も
年
を
追
う
ご
と
に
整

備
さ
れ
て
い
き
、
と
て
も
便
利
に
な

り
ま
し
た
。

三架
橋
後
の
長
島
へ
「
夢
」
を

抱
い
た
若
き
青
年
は
、
50
年

の
節
目
に
、
新
た
な
「
夢
」
を
期
待

し
た
い
と
話
し
ま
し
た
。

ー
50
年
前
は
何
を
し
て
い
ま
し
た
か

農
業
協
同
組
合
に
勤
め
て
、
青
年
団

の
活
動
や
野
球
に
バ
レ
ー
な
ど
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。
橋
が
架
か
っ
て
仕
事
の
効

率
が
グ
ン
と
上
が
り
、
青
年
団
や
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
活
動
の
幅
が
広
が
っ

た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

ー
橋
が
架
か
る
前
の
思
い
出
は

今
だ
か
ら
言
え
る
が
、
仕
事
で
半
年

間
町
外
へ
出
向
し
て
い
る
時
に
、
休

日
長
島
へ
帰
省
し
、
日
曜
日
の
晩
に

お
酒
を
飲
み
す
ぎ
た
場
合
は
、
フ
ェ

リ
ー
の
欠
便
と
ご
ま
か
し
て
休
み
を

取
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

ー
橋
が
架
か
っ
た
後
の
変
化
を
ど

の
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
か

特
産
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
が
作
ら
れ
始
め

た
の
は
架
橋
前
後
だ
っ
た
の
を
記
憶

し
て
い
ま
す
。
最
初
は
、
加
工
用
の

ジ
ャ
ガ
イ
モ
が
多
か
っ
た
が
、
橋
が

で
き
て
輸
送
が
容
易
に
な
っ
た
お
か

げ
か
、
青
果
用
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
が
多

く
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ー
50
年
で
多
く
の
変
化
が
あ
っ
た

長
島
で
す
が
、
今
後
は
ど
の
よ
う
な

こ
と
に
期
待
し
ま
す
か

全
国
で
も
人
口
減
少
が
問
題
視
さ
れ

て
い
る
中
で
、
学
校
の
統
合
や
労
働

者
不
足
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
町
の
課

題
を
町
民
一
丸
と
な
っ
て
乗
り
越

え
、
新
た
な
夢
を
描
け
る
よ
う
期
待

し
た
い
で
す
。

中納 克
かつのり
德 さん (73) 林 オサヲ さん（90）

港で釣りを楽しむ林さん港で釣りを楽しむ林さん
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祝 開通 50 周年

光観
情報

阿
久
根
市

長
島
町

遊びに行こう　橋を　　　　 渡って　となりまちへ

阿久根大島阿久根大島

笠山観光農園笠山観光農園

にぎわい交流館阿久根駅にぎわい交流館阿久根駅 道の駅　阿久根道の駅　阿久根

番所丘公園番所丘公園

黒崎展望所（獅子島）黒崎展望所（獅子島）

城川内ふれあいパーク城川内ふれあいパーク

フラワーズオブヒカリフラワーズオブヒカリブリのつかみ取り大会ブリのつかみ取り大会御八日踊り御八日踊り

　８月８日は、長島全体が祭一色に染まり、神社で伝統芸
能を披露します。

　特産の養殖ブリを素手で捕まえる夏一番の長島らしい、
にぎわいイベントです。
※開催予定日：7月下旬～８月上旬

　長島町の冬の新たな風物詩。約10万球のイルミネーショ
ンを使用し、幻想的に光る花ばなをお楽しみください。
※開催予定期間：12月中

　脇本の笠山の山頂にある農園。６月になると約 1500 本
ものアジサイ咲き誇る花の名所です。アジサイの間に段々
畑の名残の石段が見え隠れするロマンあふれる場所。晴れ
れば阿久根大島や桑島まで見え、眼下に広がるアジサイと
東シナ海の眺めは絶景です。

　夕陽がきれいに見える場所として整備され、眼下には荒波に削られてでき
た岬が見えます。
　ハート形のモニュメントは回転する仕組みになっていて、ハートの中に夕
陽を納めて写真を撮ることができます。

　市街地、甑島、紫尾山系が一望出来る広大な公園。子どもが遊べる遊具の
ほか、ゴーカート、パターゴルフ、ローラースケート、グラウンドゴルフ場
なども整備。令和５年度にはスケートボード場を整備し、令和６年度からは
キャンプ場もオープンし、オートキャンプ場も整備予定です。

　長島本島からフェリーで約20分、鹿児島最北端の獅子島。
展望所からは、天草の島々や雲仙普賢岳などの国立公園が
一望できます。

　阿久根新港渡船場から船で約 10分、約２㎞の沖合に浮
かぶ周囲４㎞の美しい松林におおわれた島です。マリンス
ポーツやアウトドアのメッカとなっており、一年を通して
お楽しみいただけます。

　クルーズトレイン「ななつ星 in 九州」や観光列車「おれ
んじ食堂」を手がけた工業デザイナー水戸岡鋭治さんがデ
ザインした駅舎。内装には木材がふんだんに使われ、多目
的に使用できる駅ホール（待合室）やキッズコーナー、食堂、
図書コーナー、カフェ、特産品が並ぶ売店などがあります。

　波の音と潮の香が心地よい休憩スポット。東シナ海を一
望できる阿久根市南部の国道３号沿いにあり、物産館では
新鮮な魚介類、野菜、特産品など展示販売されています。コー
ヒースタンドやドーナツスタンドも人気です。

広報ながしま  2024年5月号広報ながしま  2024年5月号  ｜    ｜  080809 ｜  広報ながしま  2024年5月号09 ｜  広報ながしま  2024年5月号



世帯

女性

男性

人口

広報ながしま  202４年5月号  ｜  10

令和6年（2024年） No.218

5
特集　黒之瀬戸大橋祝開通50周年
もくじ
ほっこり笑顔のジャガイモ掘り～第１３回じゃがいもまつり～
／相撲場解体のボランティア
地域のさらなる発展と生活の向上～「平尾ふれあいセン
ター」落成式～／医師を紹介します
北薩広域事務組合当初予算／エコリア北薩リサイクル祭りを開催
各地区の自治公民館長が決定
農業用廃プラスチック類の回収／水道の検針に協力ください
令和６年度は「評価替え」の年／軽自動車税の減免を行って
います／令和５年度鹿児島学習定着度調査結果
健康保険証の登録を補助します／妊婦と家族のファミリー
講座／飲食店は原則室内禁煙になります
生ごみ処理機を活用しませんか？～ながしまエコ通信～
／野鳥のヒナを見つけたら
成年後見制度で権利を守ろう～地域包括支援センターだより～
／町長動静
知っ得ボックス
まちの話題
長島文芸／町立図書館のおすすめ
ハッピースマイル ～１歳おめでとう～／
うぶ声・お悔やみ・お礼

［裏表紙］　／編集後記

 4月28日（日） 18時08分

令和６年４月30日現在 ※（ ）は前月比

4,386 （＋25）

（＋４）

（＋４）

（＋８）

4,879
4,627
9,506

　今月号は、黒之瀬戸大橋
の 50 周年記念の特集です。
　表紙は、長島町出身（彩
佳さん）と阿久根市出身

（龍介さん）の柏木さん家
族です。黒之瀬戸大橋が
結ぶ地域と人に焦点を合
わせました。

（関連記事＝ P ２～９）
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11 ｜  広報ながしま  2024年5月号

ほ
っ
こ
り
笑
顔
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
掘
り

ほ
っ
こ
り
笑
顔
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
掘
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
第
1313
回
じ
ゃ
が
い
も
ま
つ
り
～

回
じ
ゃ
が
い
も
ま
つ
り
～

　

第
13
回
じ
ゃ
が
い
も
ま
つ
り
が

４
月
28
日
、
夢
追
い
長
島
花
フ
ェ

ス
タ
会
場
（
町
B
&
G
体
育
館
周

辺
）
で
開
催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
約

９
０
０
０
人
の
来
場
者
が
詰
め
か
け

ま
し
た
。

　

9
時
の
開
場
を
前
に
掘
り
取
り

体
験
の
受
付
テ
ン
ト
前
に
は
参

加
者
が
列
を
な
し
て
に
ぎ
わ
い
、

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は

『
C
h
e
e
r
s G
E
M 

』
の
ダ

ン
ス
と
『
ケ
・
ア
ロ
ハ
』
の
フ
ラ
ダ

ン
ス
が
披
露
さ
れ
る
と
会
場
は
歓
声

に
包
ま
れ
ま
し
た
。
同
ま
つ
り
実
行

委
員
長
の
鹿
児
島
い
ず
み
農
協
、
京

田
堤
樹
常
務
が
「
長
島
の
お
い
し
い

ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
ど
ん
ど
ん
宣
伝
し
て

く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
開
幕

し
ま
し
た
。

　
会
場
内
の
畑
で
行
わ
れ
た
掘
り
取

り
体
験
に
は
、
親
子
連
れ
を
中
心
に

多
く
の
来
場
者
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
鹿
児
島
市
か
ら
家
族
で
訪
れ
、
初

め
て
ジ
ャ
ガ
イ
モ
掘
り
を
し
た
森
満

咲さ

さ々

ち
ゃ
ん
（
６
歳
）
は
「
顔
よ
り

大
き
な
ジ
ャ
ガ
イ
モ
が
た
く
さ
ん
掘

れ
た
。
フ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
に
し
て
食

べ
る
の
が
楽
し
み
」
と
笑
顔
で
話
し

ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
無
料

配
布
や
詰
め
放
題
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ

シ
ョ
ー
な
ど
が
行
わ
れ
、
た
く
さ
ん

の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
手
に
来
場
者
か
ら

は
笑
み
が
こ
ぼ
れ
て
い
ま
し
た
。

相
撲
場
解
体
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
４
月
５
日
、
鷹
巣
相
撲
場
の
解
体

工
事
が
（
一
社
）
鹿
児
島
県
解
体
工

事
業
協
会
出
水
支
部
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
同
施
設
の
老
朽
化
や
今

後
の
利
活
用
が
見
込
め
な
い
こ
と
か

ら
、
町
が
同
協
会
に
依
頼
し
、
長
島

地
区
会
員
４
人
と
㈱
ヒ
ラ
ヤ
マ
の
従

業
員
に
よ
り
解
体
さ
れ
ま
し
た
。

　
鶴
長
親
雄
支
部
長
は
「
今
回
に
限

ら
ず
、
こ
う
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
続
け
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

あいさつする鶴長支部長あいさつする鶴長支部長

ボランティアに参加した会員ボランティアに参加した会員

解体工事の様子解体工事の様子

親子で笑顔の掘り取り体験親子で笑顔の掘り取り体験

あいさつする京田委員長あいさつする京田委員長

開場前の大行列開場前の大行列

オープニングを飾った『Cheers GEM 』オープニングを飾った『Cheers GEM 』詰め放題で袋いっぱいのジャガイモ詰め放題で袋いっぱいのジャガイモ

会場を盛り上げたジャグリングショー会場を盛り上げたジャグリングショー



広報ながしま  2024年5月号  ｜  12

地
域
の
さ
ら
な
る
発
展
と
生
活
の
向
上

～
「
平
尾
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
」
落
成
式
～

医
師
を
紹
介
し
ま
す

長
島
町
の
印
象
は
？

　
以
前
、
阿
久
根
市
の
出
水
郡
医
師

会
広
域
医
療
セ
ン
タ
ー
に
勤
務
し
て

お
り
、
長
島
に
は
何
度
か
訪
れ
て
い

ま
し
た
。

　
黒
之
瀬
戸
大
橋
を
は
じ
め
多
数
の

景
観
が
あ
る
と
と
も
に
、
ジ
ャ
ガ
イ

モ
や
ブ
リ
な
ど
お
い
し
い
食
材
に
も

恵
ま
れ
て
い
る
町
と
い
う
印
象
で
し

た
。

　
住
み
始
め
て
３
週
間
程
度
で
す
が

住
民
の
人
び
と
は
、
仕
事
や
イ
ベ
ン

ト
な
ど
多
方
面
へ
活
発
に
取
り
組
ま

れ
て
い
て
、
活
気
に
あ
ふ
れ
た
町
で

あ
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

鷹巣診療所医師
西田　祐一郎（30）

　
鷹
巣
診
療
所
に
４
月
１
日
付
け
で
西
田
医
師
が
着
任
し
ま
し
た
。

着
任
の
抱
負

　
元
は
鹿
児
島
大
学
大
学
院
主
要
学

講
座
消
化
器
・
乳
腺
甲
状
腺
外
科
学

に
入
局
し
、
昨
年
は
奄
美
大
島
に
あ

る
県
立
大
島
病
院
に
従
事
し
て
い
ま

し
た
。

　
主
に
外
科
手
術
を
は
じ
め
、
抗
が

ん
剤
治
療
・
緩
和
ケ
ア
に
携
わ
っ
て

き
ま
し
た
。
ま
ず
は
、
長
島
と
い
う

地
域
の
特
色
に
一
日
で
も
早
く
な
じ

む
よ
う
に
し
つ
つ
、
今
ま
で
学
ん
で

き
た
知
識
や
技
術
を
少
し
で
も
長
島

の
医
療
・
健
康
増
進
に
還
元
で
き
る

よ
う
誠
心
誠
意
努
め
て
い
こ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
４
月
３
日
、
平
尾
地
区
避
難
施
設

の
落
成
式
が
同
敷
地
内
に
併
設
さ
れ

た
平
尾
分
団
消
防
格
納
庫
お
披
露
目

と
併
せ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
に

は
、
自
治
会
関
係
者
や
消
防
団
な
ど

約
40
人
が
出
席
し
、
施
設
の
開
所
を

祝
い
、
餅
つ
き
や
平
尾
保
育
園
の
園

児
に
よ
る
ソ
ー
ラ
ン
節
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。
川
添
町
長
は
「
地
域
の
結

束
と
連
携
を
象
徴
す
る
場
で
あ
り
、

地
域
の
安
心
安
全
を
守
り
、
平
尾
地

区
が
発
展
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
平
尾
大
字
委

員
会
の
山
﨑
友
喜
区
長
は
「
立
派
な

施
設
と
共
に
広
い
駐
車
場
と
消
防
格

納
庫
も
整
備
さ
れ
て
お
り
、
地
域
の

さ
ら
な
る
発
展
と
住
民
生
活
の
向
上

に
寄
与
す
る
。
大
切
に
使
用
し
て
い

き
た
い
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
同
施
設
の
愛
称
を
平

尾
大
字
委
員
会
が
募
集
し
、
選
ば
れ

た
「
平
尾
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
」
に

応
募
し
た
藤
川
朋
美
さ
ん
（
平
尾
中
・

３
年
）
ら
３
人
に
表
彰
状
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

地元住民で餅つき地元住民で餅つき園児による元気いっぱいのソーラン節園児による元気いっぱいのソーラン節

謝辞を述べる山﨑区長謝辞を述べる山﨑区長

平尾ふれあいセンター（写真左）、消防格納庫（写真右）平尾ふれあいセンター（写真左）、消防格納庫（写真右）
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北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会

の
令
和
６
年
度
第
１
回
定
例
会
に

お
い
て
、
令
和
６
年
度
当
初
予
算

が
議
決
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の

概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〇
歳
入

主
な
も
の
は
、
各
市
町
村
か
ら

の
負
担
金
や
旧
環
境
セ
ン
タ
ー
解

体
事
業
に
対
す
る
国
庫
補
助
金
や

組
合
債
、
使
用
料
（
じ
ん
か
い
処

理
場
使
用
料
な
ど
）、
鉄
、
ア
ル
ミ

な
ど
の
売
り
払
い
収
入
で
す
。

〇
歳
出

主
な
も
の
は
、じ
ん
か
い
（
ご
み
）

や
リ
サ
イ
ク
ル
、
し
尿
処
理
経
費

な
ど
の
衛
生
費
、
組
合
の
統
括
事

務
に
要
す
る
経
費
で
あ
る
総
務
費
、

介
護
認
定
審
査
、
障
が
い
支
援
区

分
認
定
審
査
判
定
業
務
の
経
費
で

あ
る
民
生
費
で
す
。

【組合債】
１億 830万円

【使用料および手数料】【使用料および手数料】
6035万１千円6035万１千円

【国庫支出金】
1508万８千円

【財産収入・諸収入】【財産収入・諸収入】
2589万６千円2589万６千円

【【分担金および負担金】分担金および負担金】
９億 2186万３千円９億 2186万３千円
内訳内訳
長島町負担金・・・・・１億 2938万３千円
阿久根市負担金・・・・２億 3554万１千円
出水市負担金・・・・・５億 5675万６千円
地方交付税分・・・・・・・・  18 万３千円

【総務債】
7208万７千円

【民生債】
4545万円

【議会費・公債費・予備費】
229万１千円

【衛生費】
10億 1167万円

長島町・阿久根市・出水市の合計人口
79,203 人（令和６年４月１日現在）
住民１人あたりに使われるお金
14,286 円 内訳

じんかい処理費・・・・8,627 円　　　
リサイクル処理費・・・1,901 円　　　　　
し尿処理費・・・・・・2,246 円

総務費・・・・ ・910円
民生費・・・・・574円
議会費ほか・・・   28 円

歳出
11億 3149万８千円

歳入
11億 3149万８千円

〇
展
示
・
応
募
期
間

　
５
月
20
日
（
月
）

　
　
〜
26
日
（
日
）

〇
定
休
日

　
土
曜
・
日
曜
日

〇
開
催
場
所

　
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

　
エ
コ
リ
ア
北
薩

出
水
市
野
田
町
上
名
６
４
９
９
番
地
９

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
当
初
予
算

問
い
合
わ
せ
先

北
薩
広
域
行
政
事
務
局
組
合
総
務
課

　
☎
（
68
）
８
８
５
４
﹇
直
通
﹈

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
エ
コ
リ
ア

北
薩
で
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
品
を
抽
選

に
よ
り
引
き
渡
す
リ
サ
イ
ク
ル
祭
り

を
開
催
し
ま
す
。

　
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
期
間
内
に

エ
コ
リ
ア
北
薩
で
リ
サ
イ
ク
ル
品
を

確
認
し
、
応
募
用
紙
に
記
入
し
て
下

さ
い
。
後
日
抽
選
に
よ
り
引
き
渡
し

が
決
定
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
北
薩
広
域
行
政
事
務

組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る

か
、
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
エ
コ
リ

ア
北
薩
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

エ
コ
リ
ア
北
薩

リ
サ
イ
ク
ル
祭
り
を
開
催

問
い
合
わ
せ
先

北
薩
広
域
行
政
事
務
局
組
合

　
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

　
☎
（
84
）
４
１
１
１
﹇
直
通
﹈



広報ながしま  2024年5月号  ｜  14 

各
地
区
の
自
治
公
民
館
長
が
決
定

大
字
区
分

行
政
区

氏　
　
　

名

山
門
野

田

尻

上
窪　

正
志

火
ノ
浦

火
之
浦　

勝

山
門
野

立
野　
　

望

加
世
堂

加
世
堂
照
男

川

床

川
床
下

久
保
五
十
六

川
床
中

兒
玉　

修
二

川
床
上

竹
本　

浩
憲

小

坂

大
畑　
　

豊

杉
ノ
段

平
通　

清
治

梅
ノ
木
山

小
城　

久
義

牧

𠮷
岡　

良
一

市
来
崎

崎
迫　

正
一

川

床

脇

崎

宮
下　

満
信

塩

追

中
村　

幸
二

鷹

巣

赤

崎

赤
崎　

一
彦

山

寺

建
山　

栄
智

上

揚

諏
訪　

公
弘

野

中

池
田　

良
廣

菅
牟
田

　
口　

拓
郎

山

中

畠
中　

陽
一

本

町

牧　
　

圭
三

西

本
田　
　

満

矢

堂

宮
路　

勝
博

宮
ノ
浦

平
野　

利
夫

伊

唐

丸
橋　

松
志

浦

底

浦

底

瀨
戸
口
重
徳

福
ノ
浦

岩
塚　

一
也

桂

代

川
田　
　

誠

三

船

川
端　

澄
弘

諸

浦

薄

井

竹
島　

憲
和

白

瀬

   
岩
下　

本

浦

山
下　

克
也

葛󠄀

輪

杉
原　

幸
弘

獅
子
島

片

側

小
林　

豊
樹

獅
子
島

御
所
ノ
浦

島
田　

恒
行

湯
ノ
口

湯
元　
　

刷

幣

串

池
田　

守
彦

平

尾

平
尾
中
南

諏
訪　

孝
久

母
良
木

山
﨑　

友
喜

藤
之
元

田
渕　

賢
吾

萩
之
牟
礼

井
手　

道
夫

茅

屋

田
浦　

美
次

浜

漉

江
口　

五
夫

北
方
崎

瀨
﨑　

公
大

犬
鹿
倉

小
川　

広
幸

蔵
之
元

蔵
之
元

二
階
堂　

徹

小

浜

町
田　

清
浩

指

江

指

江

濵
﨑
慎
二
郎

川

内

小
川　

武
男

城
川
内

城
川
内

林　
　

幸
弘

唐

隈

柏
木　

義
郎

下
山
門
野

広

野

山
下　

義
久

潟

𠮷
川　

秀
記

汐

見

濵
田　

健
二

馬

込

濵
田　

敬
三

　　
令
和
６
年
度
長
島
町
自
治
公
民
館
長
会
議
が
４
月
22

日
、
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
議
に
は
、町
内
55
地
区
の
自
治
公
民
館
長
が
出
席
し
、

川
添
健
町
長
か
ら
施
政
方
針
に
沿
っ
て
の
あ
い
さ
つ
が
あ

り
、
担
当
課
長
か
ら
行
政
の
業
務
内
容
な
ど
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
各
地
区
の
自
治
公
民
館
長
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
新
自
治
公
民
館
長
・
・
・
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①
メ
ー
タ
ー
の
周
り
は
検
針
し
や
す
い
よ
う
に
き
れ

い
に
し
て
く
だ
さ
い
。

②
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
車
や
物
を
置
か
な
い

で
く
だ
さ
い
。

③
犬
は
放
し
飼
い
に
せ
ず
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
か

ら
離
れ
た
場
所
に
つ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

④
増
改
築
な
ど
の
場
合
は
メ
ー
タ
ー
を
検
針
し
や
す

い
場
所
に
移
し
て
く
だ
さ
い
。

水
道
の
検
針
に
協
力
く
だ
さ
い

　
毎
月
１
回
、
水
道
を
使
用
す
る
皆

さ
ん
の
自
宅
や
事
務
所
を
検
針
員
が

訪
問
し
、
水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
検
針
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
る
よ

う
、
次
の
４
点
に
協
力
く
だ
さ
い
。

　
各
地
区
を
担
当
す
る
検
針
員
は
表

の
と
お
り
で
す
。

検針地区 氏　名

1 田尻・火ノ浦・川床下・川床中・川床
上・小坂・牧・市来崎・脇崎・塩追 瀨戸　繁盛

2 山門野・加世堂・梅ノ木山 玉置ヨシヱ

3 赤崎・山寺・山中・本町・西・矢堂・
官公署 山角　耕三

4 野中・菅牟田・上揚・宮ノ浦 清　弘子

5 浦底・福ノ浦・桂代・三船 椎原　江里

6 伊唐・薄井・白瀬・本浦・葛輪 早﨑真由美

7 片側・御所ノ浦・湯ノ口・幣串 岩下　卓也

8 平尾中南・母良木・藤之元・萩之牟礼 松尾　安

9 口之福浦・茅屋・北方崎・浜漉・犬鹿
倉・杉ノ段 大迫由紀子

10 蔵之元・小浜・川内・唐隈・広野・潟・
汐見・馬込 小平　憲子

11 指江・城川内 山中　秀紀

問い合わせ先
役場水道課管理係　　　
☎ （86）１１１４ ［直通］

・
J
A
長
島
馬
鈴
薯
選
果
場

・
田
尻
公
民
館

・
小
浜
漁
港

・
平
尾
サ
メ
シ
マ
フ
ー
ズ
駐
車
場

・
J
A
東
馬
鈴
薯
選
果
場

・
伊
唐
港

回

収

場

所

6
月
14
日
（
金
）

6
月
13
日
（
木
）

6
月
12
日
（
水
）

回

収

日

午前８時～ 10時 時
間

回

収

品

目

農
業
用
ポ
リ
フ
ィ
ル
ム
・
ビ
二
ー
ル
・
農
薬
使
用
済
み
袋

（
ポ
リ
容
器
含
む
）・
肥
料
袋

回
収
費
：
45
円
／
kg

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
回
収

　
使
用
済
み
農
業
用
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
類
な
ど
は
産
業
廃
棄
物
で
す
。

こ
れ
ら
の
処
理
に
つ
い
て
は
「
使

用
し
た
農
家
自
ら
の
責
任
で
正
し

く
処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の

回
収
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

回
収
方
法
に
従
い
、
最
寄
り
の
回

収
場
所
に
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
を
搬
入
す

る
際
は
「
産
業
廃
棄
物
積
載
車
」

と
表
示
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
車
両
の
側
面
に
マ

グ
ネ
ッ
ト
シ
ー
ト
を
貼
っ
て
く
だ

さ
い
。

※
伊
唐
地
区
は
伊
唐
港
で
測
量

し
、
伊
唐
側
大
橋
手
前
駐
車
場
で

回
収
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
農
政
課
農
政
係

　
☎（
86
）１
１
３
６﹇
直
通
﹈

〇
肥
料
袋
の
梱
包

　
同
じ
種
類
の
袋
を
２
つ
折
に

し
て
重
ね
て
合
わ
せ
ま
す
。
肥

料
袋
で
作
っ
た
ひ
も
で
十
文
字

に
結
束
し
ま
す
。

※
ひ
も
以
外
の
肥
料
袋
な
ど
で

結
束
さ
れ
た
も
の
は
、
回
収
で

き
ず
、持
ち
帰
り
と
な
り
ま
す
。

【
正
し
い
例
】

【
悪
い
例
】

〇
農
ポ
リ・
ビ
ニ
ー
ル
の
梱
包

約
１
㍍
間
隔
に
杭
な
ど
を
打
ち
、
ビ

ニ
ー
ル
を
巻
き
つ
け
ま
す
。
１
梱
包
10

㌔
程
度
と
し
、３
箇
所
を
結
束
し
ま
す
。

※
同
じ
フ
ィ
ル
ム
で
縛
り
、土
や
砂
、

そ
の
他
の
異
物
を
取
り
除
き
ま
す
。

〇
農
薬
使
用
済
み
容
器

（
紙
袋
ま
た
は
ポ
リ
）
の
回
収

　
農
業
用
ポ
リ
容
器
は
水
で
洗
浄
し

ラ
ベ
ル
を
は
が
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ラ
ベ
ル
を
は
が
し
て
い
な
い
ポ
リ

容
器
は
回
収
で
き
ま
せ
ん
。

※
農
薬
の
廃
袋
は
水
で
洗
浄
し
て
く

だ
さ
い
。

←← ←←
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軽
自
動
車
税
の
減
免
を
行
っ
て
い
ま
す

減免対象となる軽自動車税 必要書類

①
社会福祉法人や特定非営利活動団体などが所有し、
社会福祉事業や福祉サービスなどを行うために直
接使用するもの

・車検証
・団体、法人等の規約、定款の写し
・自動車運行状況書（他の用途にも使用する場合、提出が必要です）

②

・身体障がい者のかたが所有するもの
・精神障がいまたは知的障がい者のかた、またはそ
のかたと生計を一つにするかたが所有するもの
※障がいの内容や等級によって減免が受けられな
い場合があります。

・軽自動車税納付書または口座振替用納税通知書
・マイナンバーカード（納税義務者）
・運転免許証（運転するかた）
・車検証（車検のない原付などは除く）
・障害者手帳
・入院証明書、通所証明書（該当の方のみ）

③ 車の構造が身体障がい者などの利用に供するためのもの ・上記、必要書類および仕様書、写真など構造について確認できる資料

　
町
で
は
、
身
体
障
が
い
者
な
ど
の

た
め
に
使
用
さ
れ
る
軽
自
動
車
な
ど

に
つ
い
て
、軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）

の
減
免
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
に
減
免
を
受
け
た
か

た
で
、
申
請
し
た
内
容
に
変
更
が
な

い
場
合
、
減
免
が
継
続
さ
れ
ま
す
の

で
、
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
運
転
者
の
変
更
や
免
許
証
の
更
新

な
ど
申
請
内
容
に
変
更
が
あ
る
場
合

は
、
納
期
限
ま
で
に
再
度
、
申
請
が

必
要
で
す
。

※
令
和
６
年
４
月
１
日
ま
で
に
身
体

障
が
い
者
手
帳
な
ど
の
交
付
を
受
け

て
い
る
か
た
が
対
象
で
す
。

※
自
動
車
税
（
県
税
）
と
の
減
免
の

併
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

〇
申
請
期
限

　
５
月
31
日
（
金
）

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
税
務
課
軽
自
動
車
税
係

　
☎（
86
）１
１
７
２［
直
通
］

令
和
５
年
度
鹿
児
島
学
習
定
着
度
調
査
結
果

　
１
月
16
～
17
日
に
令
和
５
年
度
鹿

児
島
学
習
定
着
度
調
査
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
調
査
は
、
児
童
生
徒
の

学
力
お
よ
び
学
習
状
況
を
把
握
し
、

教
員
の
指
導
法
改
善
と
児
童
生
徒
の

学
力
向
上
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
本
町
の
結
果
は
、

次
の
表
の
と
お
り
で
す
。

　
県
が
設
定
し
て
い
る
目
標
通
過
率

の
７
割
を
超
え
た
の
は
、
県
の
６
教

科
に
対
し
、本
町
は
５
教
科
で
し
た
。

学
力
の
向
上
が
見
ら
れ
る
教
科
が
あ

る
一
方
で
、
次
の
よ
う
な
課
題
も
見

ら
れ
ま
し
た
。

・
国
語
科
に
お
け
る
「
自
分
の
言
葉

で
表
現
す
る
力
」
に
落
ち
込
み
が
見

ら
れ
る
。

・
全
教
科
を
通
し
て
「
思
考
力
・
判

断
力
」を
よ
り
高
め
る
必
要
が
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
課
題
を
改
善
す
る
た
め

に
、
各
学
校
と
教
育
委
員
会
が
一
体

と
な
り
、
よ
り
魅
力
あ
る
授
業
づ
く

り
と
家
庭
学
習
の
充
実
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
町
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　
☎（
88
）５
５
２
５［
直
通
］

教科
小学５年生 中学１年生 中学２年生

長島町 県 長島町 県 長島町 県
国語 69.6 68.5 69.8 75.9 62.8 65.6
社会 72.9 65.3 52.0 54.4 60.9 62.3

算数・数学 79.7 74.6 73.2 74.3 64.5 68.8
理科 84.3 75.4 63.5 66.3 61.6 66.9
英語 74.4 77.0 65.0 71.4

令
和
６
年
度
は

「
評
価
替
え
」
の
年

　
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日

現
在
に
お
い
て
固
定
資
産
を
所
有
し

て
い
る
人
が
資
産
価
値
に
応
じ
て
納

付
す
る
税
金
で
す
。

　
固
定
資
産
税
の
評
価
額
は
、
３
年

に
１
度
全
て
の
土
地
や
家
屋
の
評
価

を
見
直
し
、「
評
価
替
え
」
を
行
い

ま
す
。
本
年
度
が
「
評
価
替
え
」
の

年
に
な
り
ま
す
。

【
土
地
の
評
価
替
え
】

・
不
動
産
鑑
定
評
価
や
地
価
公
示
価

格
か
ら
求
め
ら
れ
た
価
格
の
７
割
を

目
処
に
評
価
額
を
算
定
し
ま
す
。

・
町
内
の
一
部
地
区
の
地
価
は
、
道

路
整
備
な
ど
に
よ
り
上
昇
し
て
い
ま

す
が
、全
体
的
に
は
下
落
傾
向
で
す
。

・「
そ
の
他
雑
種
地
」
を
は
じ
め
、

一
部
地
目
に
お
い
て
大
幅
な
評
価
見

直
し
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

【
家
屋
の
評
価
替
え
】

・
評
価
対
象
家
屋
と
同
一
の
も
の
を

新
築
す
る
と
し
た
場
合
に
係
る
建
築

費
用
を
計
算
し
、
そ
の
額
に
経
年
減

価
に
よ
る
補
正
率
を
乗
じ
て
評
価
額

を
算
出
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
税
務
課
固
定
資
産
税
係

　
☎（
86
）１
１
７
２［
直
通
］

〈 各学年各教科の通過率　※赤字７割以上 〉
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問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
町
民
保
健
課
保
健
予
防
係　
　
　

　
☎
 （86
）１
１
５
７﹇
直
通
﹈

妊
婦
と
家
族
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
講
座

　
町
で
は
、
赤
ち
ゃ
ん
た
ち
が
元
気

で
健
康
に
育
つ
よ
う
、
そ
し
て
家
族

が
出
産
・
育
児
を
安
心
し
て
迎
え
ら

れ
る
よ
う
に
フ
ァ
ミ
リ
ー
講
座
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

町
内
で
は
、
年
間
約
70
人
の
赤

ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
初
め

て
の
妊
娠
の
か
た
も
２
回
目
以
降
の

妊
娠
の
か
た
も
、
同
じ
頃
に
出
産
を

迎
え
る
妊
婦
さ
ん
た
ち
と
一
緒
に
学

ん
だ
り
語
り
合
っ
た
り
し
て
、
お
友

達
に
な
り
ま
せ
ん
か
。
妊
婦
さ
ん
だ

け
で
な
く
、
子
や
孫
を
迎
え
る
家
族

も
一
緒
に
ど
う
ぞ
。
ま
た
、
両
日
と

も
保
育
で
き
る
ス
タ
ッ
フ
が
お
り
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
お
子
様
連
れ
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

〇
日
時

※
２
回
コ
ー
ス
で
行
い
ま
す

が
、
ど
ち
ら
か
だ
け
の
参
加
も

可
能
で
す

・
１
回
目

　
５
月
28
日（
火
）　

　
午
後
１
時
〜
４
時
頃
ま
で

・
２
回
目

　
６
月
４
日（
火
）

　
午
後
１
時
〜
４
時
頃
ま
で

〇
場
所

　
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

〇
持
ち
物

　
母
子
健
康
手
帳

〇
参
加
料　
　

　
無
料

〇
内
容

　
妊
娠
・
出
産
・
育
児
に
関
す

る
知
識
や
方
法
な
ど
、
妊
婦
さ

ん
や
ご
家
族
の
質
問
や
相
談
に

応
え
ま
す
。

　
講
師
に
は
経
験
豊
富
な
助
産

師
を
迎
え
、
妊
娠
中
に
摂
り
た

い
栄
養
素
を
含
ん
だ
食
事
の
試

食
や
、
沐
浴
体
験
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

※
内
容
の
詳
細
は
個
別
通
知
し

ま
す

※
体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
場
合

は
、参
加
を
お
控
え
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

役
場
町
民
保
健
課
国
民
健
康
保
険
係　
　
　

　
☎
 （86
）１
１
５
７﹇
直
通
﹈

健
康
保
険
証
の

登
録
を
補
助
し
ま
す

12
月
２
日
（
月
）
か
ら
現
行
の
健

康
保
険
証
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
伴

い
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
健
康

保
険
証
機
能
を
登
録
さ
れ
て
い
な
い

か
た
を
対
象
に
、
各
公
民
館
な
ど
へ

登
録
補
助
に
伺
い
ま
す
。
日
程
は
、

防
災
行
政
無
線
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
登
録
の
補
助
を
希
望
の
か
た
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
４
桁
の
暗

証
番
号
を
事
前
に
準
備
の
う
え
お
越

し
く
だ
さ
い
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
未
作
成

者
や
暗
証
番
号
を
忘
れ
た
か
た
は
、

当
日
に
手
続
き
が
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
都
合
の
良
い
日
に
役
場
町
民
保

健
課
ま
た
は
指
江
支
所
総
合
管
理
課

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

飲
食
店
は
原
則
室
内
禁
煙
と
な
り
ま
す

　
改
正
健
康
増
進
法
に
よ
り
令
和
２

年
４
月
１
日
か
ら
飲
食
店
は
原
則
室

内
禁
煙
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
届
け
出
が
必
須
と
な
る
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
、
次
の
フ
ロ
ー

チ
ャ
ー
ト
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

店
内
は
禁
煙
で
す
か
？

「
喫
煙
可
能
室
」

の
届
け
出
が
必
要
で
す
。

「
タ
バ
コ
の
煙
の
無
い
お

店
」
の
登
録
を
し
て
い
ま

す
か
？

「
喫
煙
可
能
室
」
の
届
け

出
は
し
て
い
ま
す
か
？

今
回
は
届
け
出
の
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
タ
バ
コ
の
煙
の
無
い
お
店
」

へ
の
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

YES

NO

YES

YES

NO

NO

問
い
合
わ
せ
先

　
川
薩
保
健
所

　
☎
０
９
９
６（
23
）３
１
６
５
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問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
耕
地
林
務
課
林
務
係

　
☎︎（
86
）１
１
５
９［
直
通
］

　
北
薩
地
域
振
興
局
林
務
係

　
☎︎（
25
）５
５
０
９

野
鳥
の
ヒ
ナ
を
見
つ
け
た
ら

　
町
に
は
、
春
か
ら
夏
に
か
け
て
野

鳥
の
ヒ
ナ
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
が

多
数
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

　
野
鳥
は
「
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理

並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法

律
（
鳥
獣
保
護
法
）」
に
よ
っ
て
、

国
や
都
道
府
県
な
ど
の
許
可
を
得
る

こ
と
な
く
捕
ま
え
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
身
近
に
い
る
ス
ズ
メ
で
も
捕
ま

え
て
飼
う
こ
と
は
法
律
違
反
で
す
。

野
鳥
は
あ
く
ま
で
も
野
生
動
物
な
の

で
、
距
離
を
お
い
て
見
守
っ
て
く
だ

さ
い
。

ヒ
ナ
を
発
見
し
た
ら
？

詳
し
く
は
こ
ち
ら 窓

口
の
連
絡
先

一
覧
は
こ
ち
ら

生
ご
み
処
理
機
を
活
用
し
ま
せ
ん
か
？

　
　
　 
　
　
　
　
～
な
が
し
ま
エ
コ
通
信
～

　
町
で
は
、
ご
み
の
減
量
化
推
進
の

一
環
と
し
て
、
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ

る
生
ご
み
の
軽
量
化
や
再
資
源
化
を

図
る
た
め
、
生
ご
み
処
理
機
な
ど
の

購
入
に
対
す
る
補
助
金
を
予
算
の
範

囲
内
で
交
付
し
ま
す
。

※
予
算
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
購

入
前
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〇
電
動
生
ご
み
処
理
機

・
補
助
金
額

　
購
入
金
額
の
２
分
の
１

　
（
上
限　
３
万
５
千
円
）

〇
コ
ン
ポ
ス
ト

・
補
助
金
額

　
購
入
金
額
の
２
分
の
１

　
（
上
限　
２
５
０
０
円
）

〇
キ
エ
ー
ロ

・
購
入
経
費　
無
料

・
数
量
限
定

　
ベ
ラ
ン
ダ
型　
10
基

　
花
壇
タ
イ
プ　
10
基

※
生
ご
み
の
水
切
り
が
不
要
で
、
虫
や

臭
い
が
気
に
な
り
ま
せ
ん
。

〈電動生ごみ処理機〉〈電動生ごみ処理機〉

〈キエーロ：ベランダタイ〈キエーロ：ベランダタイプ〉プ〉

〈コンポスト〉〈コンポスト〉

〈キエーロ：花壇タイプ〉〈キエーロ：花壇タイプ〉

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
介
護
環
境
課
衛
生
係

　
☎︎
（
86
）
１
１
５
３
［
直
通
］



４
月《
卯
月
》
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１
日
（
月
）

２
日
（
火
）

３
日
（
水
）

４
日
（
木
）

５
日
（
金
）

８
日
（
月
）

９
日
（
火
）

10
日
（
水
）

11
日
（
木
）

12
日
（
金
）

13
日
（
土
）

14
日
（
日
）

16
日
（
火
）

17
日
（
水
）

18
日
（
木
）

19
日
（
金
）

22
日
（
月
）

23
日
（
火
）

24
日
（
水
）

25
日
（
木
）

26
日
（
金
）

28
日
（
日
）

30
日
（
火
） 辞

令
交
付
式
（
役
場
）

全
体
朝
礼
（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

廃
棄
物
許
可
証
交
付
式
（
役
場
）

シ
ェ
ラ
ト
ン
鹿
児
島　
出
水・長
島・阿
久
根
フ
ェ
ア
開
幕
セ
レ
モ
ニ
ー（
鹿
児
島
市
）

平
尾
地
区
避
難
施
設
落
成
式
（
平
尾
地
区
避
難
所
）

Ｊ
Ａ
鹿
児
島
出
水
パ
ー
ト
ナ
ー
の
集
い
（
出
水
市
）

南
日
本
新
聞
黒
之
瀬
戸
大
橋
50
周
年
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
役
場
）

鷹
巣
地
区
相
撲
場
解
体
工
事
（
鷹
巣
地
区
相
撲
場
）

小
学
校
入
学
式
（
伊
唐
小
学
校
）

中
学
校
入
学
式
（
川
床
中
学
校
）

黒
之
瀬
戸
大
橋
開
通
50
周
年
記
念
式
典
（
道
の
駅
だ
ん
だ
ん
市
場
）

転
入
学
校
職
員
宣
誓
式
（
指
江
支
所
）

開
発
促
進
協
議
会
令
和
５
年
度
分
監
査
（
役
場
）

赤
土
バ
レ
イ
シ
ョ
販
売
促
進
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
（
東
京
都
）

商
工
会
女
性
部
通
常
総
会
（
東
寿
司
）

長
島
町
教
育
関
係
者
管
理
職
等
合
同
職
歓
迎
会
（
太
陽
の
里
）

姶
良
市
役
所
新
庁
舎
落
成
式
（
姶
良
市
）

長
島
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
総
会
（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

鹿
児
島
県
高
規
格
幹
線
道
路
建
設
促
進
協
議
会
総
会
（
鹿
児
島
市
）

鹿
児
島
県
市
町
村
社
会
基
盤
整
備
推
進
協
議
会
定
期
総
会

九
州
治
山
林
道
協
議
会
総
会
（
鹿
児
島
市
）

鹿
児
島
県
農
地
海
岸
保
全
協
会
監
査
（
鹿
児
島
市
）

自
治
公
民
館
長
会
議
（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

阿
久
根
地
区
消
防
組
合
救
助
技
術
指
導
会
（
阿
久
根
市
）

地
方
創
生
に
関
す
る
取
り
組
み
の
取
材
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
（
役
場
）

獅
子
島
招
魂
祭
（
獅
子
島
）

定
例
教
育
委
員
会
（
役
場
）

令
和
６
年
度
県
市
町
村
連
携
会
議
（
鹿
児
島
市
）

じ
ゃ
が
い
も
ま
つ
り
（
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館
周
辺
）

臨
時
議
会
（
役
場
）

成
年
後
見
制
度
で
権
利
を
守
ろ
う

　 
～
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
～

〇
成
年
後
見
制
度
と
は

　
認
知
症
、
知
的
・
精
神
障
が
い
な

ど
に
よ
っ
て
物
事
を
判
断
す
る
能
力

が
十
分
で
な
い
か
た
は
、
財
産
管
理

や
契
約
行
為
な
ど
難
し
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。
自
分
ひ
と
り
で
は
正
し
い

判
断
が
で
き
ず
に
不
利
益
な
契
約
を

結
ん
だ
り
、
悪
徳
商
法
の
被
害
に
遭

う
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

　　
成
年
後
見
制
度
は
、
成
年
後
見
人

な
ど
が
財
産
の
管
理
や
契
約
行
為
、

書
類
の
確
認
な
ど
を
支
援
し
、
本
人

の
権
利
を
守
る
た
め
の
制
度
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
介
護
環
境
課
地
域
包
括
係

　
☎（
86
）１
１
５
３［
直
通
］

〇
こ
ん
な
悩
み
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

・
ひ
と
り
暮
ら
し
の
親
の
認
知
症
が

進
行
し
、
今
後
の
生
活
が
心
配

・
最
近
、
物
忘
れ
が
ひ
ど
く
、
財
産

の
管
理
や
契
約
関
係
が
心
配

・
成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
詳
し
く

知
り
た
い

〇
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い

　
町
で
は
、認
知
症
や
知
的
障
が
い
、

精
神
障
が
い
な
ど
で
判
断
能
力
が
十

分
で
な
い
か
た
も
住
み
慣
れ
た
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
成
年

後
見
制
度
の
相
談
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
ず
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　
　
　　２つの単語が完成するよう

に中央の□にひらがなを入れ
てください。

あ

ぽ ず

ず

①

お

い し

ん

② ③
か

ひ げ

と

④

①ん　②わ　③か　④っ
こたえ

し

こ き

ぽ

成年後見制度には、法定後見制度と任意後見制度の 2 つが
あります。
　法定後見制度は、判断能力の程度により「後見」「保佐」「補
助」の 3 つに分かれています。
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木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
・
改
修
費

用
を
補
助
し
ま
す

　

町
で
は
、現
在
の
建
築
基
準
法
に
規
定
さ

れ
て
い
る
木
造
住
宅
の
耐
震
性
能
を
満
た
し

て
い
な
い
可
能
性
が
る
昭
和
56
年
５
月
31
日

以
前
に
建
て
ら
れ
た
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断

の
費
用
、耐
震
改
修
工
事
の
費
用
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

〇
補
助
金
額

・
耐
震
診
断　

　
耐
震
診
断
費
用
の
３
分
の
２

　
（
１
棟
当
た
り
限
度
額
６
万
円
）

・
耐
震
改
修
工
事

　
耐
震
改
修
工
事
費
用
の
１
０
０
分
の
23　

　
（
１
棟
当
た
り
限
度
額
３
０
万
円
）

〇
条
件

・
長
島
町
木
造
住
宅
耐
震
診
断
補
助
要
綱
に

定
め
る
基
準
を
満
た
す
こ
と

・
町
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と

・
耐
震
診
断
技
術
者
に
よ
り
行
わ
れ
る
耐
震

診
断
で
あ
る
こ
と

・
耐
震
改
修
工
事
に
つ
い
て
は
耐
震
診
断
に

よ
り
規
定
の
数
値
以
下
の
構
造
耐
力
の
こ
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〇
注
意
事
項

・
申
請
し
た
場
合
で
も
、必
ず
実
施
で
き
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
事
業
協
議
後
、次
年
度
以
降
の
実
施
と
な
り

ま
す
。

・
建
築
物
の
詳
細
が
わ
か
る
官
公
署
の
発
行

し
た
書
類
の
写
し
が
必
要
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
建
設
課
建
築
係

　
☎（
86
）１
１
３
２［
直
通
］

手
話
入
門
講
座
受
講
生
募
集

　
町
で
は
、手
話
の
基
本
的
な
技
術
を
学
び

た
い
か
た
や
手
話
を
通
じ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
し
て
み
た
い
か
た
な
ど
を
対
象
に
手

話
入
門
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　
手
話
を
習
っ
た
こ
と
が
な
い
初
心
者
も
歓

迎
し
ま
す
。
興
味
の
あ
る
か
た
は
、気
楽
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〇
対
象
者　
小
学
４
年
生
以
上

〇
開
催
期
間
お
よ
び
時
間

・
６
月
12
日（
水
）
～
11
月
20
日（
水
）

・
毎
週
水
曜
日（
全
23
回
）

・
午
後
７
時
～
８
時
30
分

〇
会
場　

　
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
3
階
大
会
議
室

〇
受
講
料
お
よ
び
テ
キ
ス
ト
代

　

受
講
料
は
無
料
で
す
が
、テ
キ
ス
ト
代

（
９
９
０
円
）、損
害
保
険
料（
３
５
０
円
）は

自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

〇
申
込
期
限　
６
月
４
日（
火
）

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
福
祉
事
務
所
障
害
福
祉
係

　
☎（
86
）１
１
４
６［
直
通
］

甲
種
防
火
管
理
者
の
新
規
講
習

　
消
防
法
第
８
条
第
１
項
で
規
定
す
る
防
火

管
理
者
の
資
格
取
得
講
習
を
実
施
し
ま
す
。

〇
講
習
日
時

　
７
月
３
日（
水
）
～
７
月
４
日（
木
）

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

〇
講
習
場
所

　
風
テ
ラ
ス
あ
く
ね

　
（
阿
久
根
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
）交
流
室
１・２

〇
募
集
人
員　
30
人

※
受
付
期
間
中
で
あ
っ
て
も
、定
員
に
達
し

次
第
締
め
切
り
ま
す
。

〇
受
講
申
込
受
付
期
間

　
６
月
４
日（
火
）
～
20
日（
木
）

〇
受
講
料

　
３
３
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

〇
対
象
者

　
阿
久
根
市
ま
た
は
長
島
町
内
に
居
住
さ
れ

て
い
る
か
た
、事
業
所
な
ど
に
勤
務
さ
れ
て

い
る
か
た

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
阿
久
根
地
区
消
防
組
合

　
東
分
遣
所　
　
☎（
86
）０
１
１
９［
直
通
］

　
長
島
分
遣
所　
☎（
88
）５
３
３
３［
直
通
］

自
然
公
園
の
許
可
・
届
け
出

　
雲
仙
天
草
国
立
公
園
区
域
内
で
、自
然
公

園
法
に
基
づ
い
て
規
制
さ
れ
て
い
る
次
の
行

為
な
ど
は
、事
前
に
環
境
大
臣
の
許
可
ま
た

は
届
出
が
必
要
で
す
。

・
工
作
物
の
新
築
、改
築
、増
築

・
木
竹
の
伐
採

・
鉱
物
の
掘
採
、土
石
の
採
取

・
広
告
物
の
設
置
な
ど

・
環
境
大
臣
が
指
定
す
る
物
の
集
積

・
土
地
の
開
墾
・
形
状
変
更

・
屋
根
、壁
面
、塀
等
の
色
彩
変
更

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
水
産
景
観
課
商
工
観
光
係

　
☎（
86
）１
１
３
７［
直
通
］

新
・
育
児
母
乳
助
成
券

　
町
で
は
、産
後
の
お
母
さ
ん
に
対
し
て
母
乳

や
育
児
の
こ
と
や
産
後
の
体
の
こ
と
な
ど
を
助

産
師
に
相
談
で
き
る
育
児
母
乳
相
談
等
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
同
事
業
で
は
令
和
５
年
度
ま
で
、５
０
０
０

円
×
２
枚
の
育
児
助
成
券（
ク
ー
ポ
ン
券
）を
配

布
し
て
い
ま
し
た
が
、令
和
６
年
４
月
か
ら
次

の
と
お
り
変
更
し
ま
し
た
。

〇
新
・
ク
ー
ポ
ン
券

・
１
人
に
つ
き
１
万
円
分

・
５
０
０
円
×
20
枚

・
子
ど
も
が
２
歳
に
な
る
前
日
ま
で
使
用
で

き
ま
す
。

※
従
来
の
ク
ー
ポ
ン
券
が
手
元
に
あ
る
場
合

は
、残
額
分
を
新
ク
ー
ポ
ン
券
に
変
更
で
き

ま
す
。（
従
来
の
ク
ー
ポ
ン
券
を
使
用
済
み
の

場
合
は
対
象
外
で
す
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
町
民
保
健
課
保
健
予
防
係

　
☎（
86
）１
１
５
７［
直
通
］

里
親
制
度
説
明
会
の
参
加
者
募
集

　
里
親
制
度
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
と
理
解

を
深
め
る
た
め
、里
親
制
度
説
明
会
の
参
加

者
を
募
集
し
ま
す
。

〇
日
時

　
６
月
７
日（
金
）

　
午
後
４
時
30
分
～
６
時

〇
場
所　
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
３
階
大
会
議
室

〇
内
容

　
①
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
よ
る
紹
介

　
②
概
要
説
明

　
③
個
別
相
談（
希
望
者
の
み
）

〇
定
員　
20
人

〇
申
込
期
限　
５
月
31
日（
金
）

※
定
員
に
達
し
次
第
、申
し
込
み
を
締
め
切
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
福
祉
事
務
所
子
育
て
支
援
係

　
☎（
86
）１
１
４
６［
直
通
］

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

　
N
P
O
法
人
か
ら
い
も
交
流
事
務
局
で

は「
第
37
会
か
ら
い
も
交
流
・
夏
」の
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

　
香
港
や
台
湾
、韓
国
の
大
学
で
日
本
語
を

勉
強
し
て
い
る
大
学
生
を
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
と
し
て
受
け
入
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

〇
受
け
入
れ
期
間

　
７
月
14
日（
日
）
～
28
日（
日
）

〇
申
し
込
み
締
切

　
５
月
31
日（
金
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
N
P
O
法
人
か
ら
い
も
交
流
事
務
局

　
☎
０
９
０（
９
２
６
）８
３
８
０

労
働
保
険
年
度
更
新
の
期
間

　
令
和
６
年
４
月
か
ら
労
災
保
険
料
率
と
労

務
費
率
が
一
部
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で「
労
災
保
険
料
率　
変
更
」と

検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

e-

G
o
v
の
電
子
申
請
も
活
用
で
き
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
労
働
局
労
働
保
健
徴
収
室

　
☎
０
９
９（
２
２
３
）８
２
７
６

職
業
訓
練
指
導
者
員
の
講
習

を
実
施

　
県
職
業
能
力
開
発
協
会
で
は
、職
業
訓
練

指
導
員（
職
業
能
力
開
発
施
設
で
の
指
導
や

企
業
な
ど
で
の
人
材
育
成
を
担
当
す
る
か

た
）と
し
て
必
要
な
指
導
・
訓
練
方
法
な
ど

の
能
力
を
短
期
間
に
習
得
し
て
も
ら
う
た
め

に
、職
業
能
力
開
発
促
進
法
に
基
づ
い
て「
厚

生
労
働
大
臣
の
指
定
す
る
講
習
実
施
要
領
」

に
よ
り
、講
習
を
実
施
し
ま
す
。

〇
期
日（
計
６
日
間
実
施
）

・
７
月
30
日（
火
）
～
31
日（
水
）

・
８
月
１
日（
木
）
～
２
日（
金
）

・
８
月
８
日（
木
）
～
９
日（
金
）

〇
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

〇
場
所　
鹿
児
島
県
青
少
年
会
館

〇
主
な
受
講
資
格

①
技
能
検
定（
国
家
検
定
）の
１
級
ま
た
は
単

一
等
級
の
合
格
者

②
職
業
能
力
開
発
校
修
了
者
で
４
～
10
年
の

実
務
経
験
者

③
学
校
教
育
法
に
よ
る
免
許
職
種
に
関
す
る

学
科
を
修
め
た
者
で
、大
学
卒
業
者
２
年
、短

期
大
学
・
高
等
専
門
学
校
卒
業
者
4
年
、高
等

学
校
卒
業
者
７
年
の
実
務
経
験
の
あ
る
も
の

〇
受
付
期
間

　
５
月
13
日（
月
）
～
24
日（
金
）必
着

　
※
土
・
日
は
除
く

〇
定
員

　
30
人（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

〇
受
講
料

　
1
万
５
６
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
を
含
む
）

※
受
講
案
内
、受
講
申
請
書
は
検
職
業
能
力

開
発
協
会
の
ホ
ー
ム
ぺ
―
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
職
業
能
力
開
発
協
会

　
☎
０
９
９（
２
２
６
）３
２
４
０
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１
０
０
歳
の
お
祝
い

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
い
て
く
だ
さ
い

　

３
月
26
日
、
小
田
ミ
ヱ
さ
ん
（
写
真
左
）
が

１
０
０
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ま
し
た
。

　
同
日
、
１
０
０
歳
を
記
念
し
て
川
添
町
長
が
お

祝
い
の
品
と
賞
状
を
手
渡
し
「
い
つ
ま
で
も
お
元

気
で
い
て
く
だ
さ
い
」
と
声
を
か
け
ま
し
た
。

　
小
田
さ
ん
は
「
１
０
０
歳
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
て
本
当
に
あ
り
が
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
踊
り
と
食
べ
る
こ
と
が
大
好
き
な
小
田
さ
ん

は
、
こ
の
日
も
手
拍
子
に
合
わ
せ
見
事
な
踊
り
を

披
露
し
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
お
菓
子
を
お
い
し
そ
う

に
食
べ
て
い
ま
し
た
。

　
（
株
）
ク
ロ
ー
バ
ー
ソ
フ
ト(

久
留
米
市)

の

杉
山
美
鈴
さ
ん
ら
が
主
催
し
、「
教
育
版
マ
イ
ン

ク
ラ
フ
ト
」
を
使
用
し
た
講
座
が
町
文
化
ホ
ー
ル

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
３
月
30
日
の
初
心
者
講
座
に
12
人
、
31
日
の
経

験
者
講
座
に
13
人
が
参
加
。周
辺
施
設
を
探
索
後
、

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
な

が
ら
、
マ
イ
ン
ク
ラ
フ
ト
の
仮
想
空
間
で
長
島
町

を
理
想
の
観
光
地
へ
と
変
化
さ
せ
ま
し
た
。

　
川
添
結ゆ

な愛
さ
ん
（
鷹
巣
小
４
年
）
は
、「
夢
中

に
な
っ
て
町
づ
く
り
を
し
た
。
カ
ラ
フ
ル
な
施
設

を
作
成
で
き
て
楽
し
か
っ
た
」
と
目
を
輝
か
せ
ま

し
た
。

令
和
５
年
度
マ
イ
ン
ク
ラ
フ
ト
体
験
講
座

人
気
ゲ
ー
ム
で
町
づ
く
り

　
３
月
20
日
、
思
い
や
り
の
気
持
ち
、
や
さ
し
い

温
も
り
で
満
た
し
た
い
願
い
が
込
め
ら
れ
た
演

劇
、
劇
団
四
季
フ
ァ
ミ
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
エ

ル
コ
ス
の
祈
り
」
が
町
文
化
ホ
ー
ル
で
公
演
さ
れ

ま
し
た
。

　
舞
台
は
50
年
後
の
未
来
。
社
会
か
ら
問
題
児
と

決
め
つ
け
ら
れ
た
子
ど
も
た
ち
を
厳
し
く
管
理
・

教
育
す
る
学
校
で
心
を
な
く
し
た
子
ど
も
た
ち

が
、
１
台
の
ロ
ボ
ッ
ト
「
エ
ル
コ
ス
」
に
よ
っ
て

心
を
取
り
戻
し
て
い
く
物
語
で
す
。

　
会
場
に
詰
め
掛
け
た
約
７
０
０
人
の
観
客
は
、

出
演
者
の
素
晴
ら
し
い
演
技
と
本
格
的
な
舞
台
に

魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

　
県
商
工
会
女
性
部
の
「
第
25
回
商
工
女
性
の
主

張
大
会
」
が
２
月
５
日
に
開
催
さ
れ
、
町
商
工
会

女
性
部
の
篠
嵜
峰
子
さ
ん
（
薄
井
・
写
真
左
）
が

最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
篠
嵜
さ
ん
は
３
月

25
日
に
町
長
室
を
訪
れ
、
最
優
秀
賞
受
賞
と
７
月

に
熊
本
県
で
開
催
さ
れ
る
九
州
大
会
に
県
代
表
と

し
て
出
場
す
る
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
篠
嵜
さ
ん
は
、
同
女
性
部
で
昨
年
取
り
組
ん
だ

「
ジ
ビ
エ
（
イ
ノ
シ
シ
肉
）
コ
ロ
ッ
ケ
で
お
も
て

な
し
」
を
、『
み
ん
な
で
ジ
ビ
エ
』
と
題
し
て
ユ
ー

モ
ア
を
交
え
て
発
表
。
受
賞
に
つ
い
て
「
み
ん
な

で
と
れ
た
最
優
秀
賞
。
感
謝
し
た
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

劇
団
四
季
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

本
格
的
な
舞
台
で
観
客
魅
了

商
工
女
性
の
主
張
大
会
最
優
秀
賞

ジ
ビ
エ
で
地
域
振
興

※
講
座
の
作
品
は
次
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
閲
覧
で
き
ま
す
。
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４
月
９
日
、
町
内
の
小
中
学
校
に
転
入
し
て
き

た
教
職
員
を
対
象
に
令
和
６
年
度
転
入
学
校
職
員

宣
誓
式
が
、
指
江
支
所
大
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
今
年
度
新
た
に
35
人
の
教
職
員
が
小
中
学
校
に

転
入
し
、
式
で
は
、
大
浦
慶
子
教
育
長
が
「
持
て

る
力
を
十
分
に
発
揮
し
、
長
島
の
教
育
振
興
の
た

め
に
情
熱
を
注
い
で
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。
転
入
者
を
代
表
し
て
、
蔵
之
元
小
学
校
の

加
藤
千
夏
教
諭
（
写
真
）
が
「
職
務
と
そ
の
責
任

の
特
殊
性
を
深
く
自
覚
し
、
誠
実
か
つ
公
正
に
職

務
を
執
行
し
ま
す
」
と
力
強
く
宣
誓
し
ま
し
た
。

　
４
月
６
日
か
ら
15
日
ま
で
の
10
日
間
、
令
和
６

年
春
の
交
通
安
全
運
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
挙
げ
る
手
を
や
さ
し
く
見
守

る
横
断
歩
道
」
で
、
子
ど
も
が
安
全
に
通
行
で
き

る
道
路
交
通
環
境
の
確
保
と
安
全
な
横
断
方
法
の

実
践
な
ど
を
重
点
と
し
て
い
ま
す
。

　
４
月
11
日
は
、
阿
久
根
地
区
交
通
安
全
協
会
長

島
支
部
の
会
員
や
東
町
漁
協
の
職
員
、
阿
久
根
警

察
署
の
署
員
が
参
加
し
、
事
故
の
未
然
の
防
止
を

図
ろ
う
と
赤
崎
橋
パ
ー
キ
ン
グ
パ
ー
ク
で
恒
例
の

交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
ア
オ
サ
作
戦
」
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

　
あ
き
る
野
市
民
球
場
（
東
京
都
）
で
３
月
24
日

か
ら
27
日
に
行
わ
れ
た
、
第
20
回
都
道
府
県
対
抗

全
国
中
学
生
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
で
鹿
児
島

県
選
抜
チ
ー
ム
が
優
勝
し
、
選
出
さ
れ
た
濵
島

海か
い
じ司
さ
ん
（
鷹
巣
中
１
年
・
写
真
中
央
）
が
４
月

３
日
に
町
長
室
を
訪
れ
、
川
添
町
長
と
東
町
漁
協

の
長
元
信
男
組
合
長
に
報
告
し
ま
し
た
。

　
川
添
町
長
は「
こ
れ
か
ら
が
ま
す
ま
す
楽
し
み
。

優
勝
お
め
で
と
う
」と
祝
福
し
、濵
島
さ
ん
は「
優

勝
で
き
て
う
れ
し
か
っ
た
。
反
省
点
も
あ
る
の
で

今
後
に
生
か
し
て
い
き
た
い
」
と
さ
ら
な
る
高
み

を
目
指
す
意
欲
を
示
し
ま
し
た
。

　
４
月
８
日
、
町
内
の
小
学
校
７
校
と
中
学
校
５
校

で
入
学
式
が
あ
り
ま
し
た
。
令
和
６
年
度
の
新
入
生

は
小
学
生
74
人
、
中
学
生
77
人
の
計
１
５
１
人
。

　
平
尾
小
学
校
（
平
峯
剛
校
長
・
74
人
）
で
は
、

保
護
者
ら
が
見
守
る
中
７
人
が
入
学
し
ま
し
た
。　
　

　
平
峯
校
長
は
「
学
校
生
活
を
楽
し
く
過
ご
す
た

め
に
、
元
気
に
あ
い
さ
つ
し
て
、
交
通
ル
ー
ル
を

守
り
ま
し
ょ
う
。
家
族
や
先
生
は
、
皆
さ
ん
が
元

気
に
学
校
に
来
て
元
気
に
家
に
帰
る
こ
と
が
一
番

う
れ
し
い
で
す
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
新
入
生
の
長は

せ

お
谷
雄
優ゆ
う
じ
ん臣
君
は
「
青
色
の
ラ
ン
ド

セ
ル
で
登
校
す
る
の
が
楽
し
み
」
と
笑
顔
で
話
し

ま
し
た
。

全
日
本
中
学
生
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
優
勝

今
後
に
生
か
し
て
い
き
た
い

小
中
学
校
入
学
式

彩
鮮
や
か
な
ラ
ン
ド
セ
ル
で

令
和
６
年
度
転
入
学
校
職
員
宣
誓
式

教
育
に
情
熱
を
注
い
で

ア
オ
サ
作
戦

ま
ち
の
交
通
安
全
を
呼
び
掛
け
る
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小さいことにくよくよするな！ おしごとそうだんセンター

著／リチャード・カールソン ヨキタケシンノスケ／著

穏やかに、軽やかに、前向きに
なれる本です。

この仕事は自分に向いている？向
いていない？
働くことについて考えるきっかけ
になる本です。

満
開
の
桜
花
び
ら
散
る
病
舎
脳
裡
に
消
え
ざ
り
夫
の
大
祥
忌

緑
濃
き
葉は

ら
ん
い

蘭
活
け
た
り
池
坊
母
の
形
見
の
白
き
水
盤

ぐ
ず
つ
き
し
雨
上
が
り
な
ば
県
道
の
白
き
が
眩ま

ぶ
し
障
子
開
け
つ
つ

南
風
吹
き
て
港
の
高
波
に
繋
ぎ
し
小
舟
揺
れ
止
ま
ざ
り
き

ゆ
く
春
の
人
が
見
へ
ざ
る
島
の
磯
さ
や
け
き
波
を
見
つ
め
て
ゐ
た
り

大
き
鯉
育
ち
ゐ
る
ダ
ム
を
夕
な
づ
む
水
辺
に
止
ま
り
鷺さ

ぎ
が
見
て
を
り

引
鶴
の
影
濃
く
落
と
す
掩え

ん
た
い体

壕ご
う

三
月
や
母
に
百
寿
の
祝
い
膳

花
祭
つ
ま
づ
き
歩
む
年
齢
期

灯
台
へ
道
の
一
筋
帰
る
鶴

引
鶴
の
棹
ま
た
棹
や
島
に
老
ゆ

父
の
背
で
眠
る
幼お

さ
な
ご子

花
祭 

き
ら
き
ら
と
水み

な
も面

粒つ
ぶ
た立

つ
春
の
水

三
月
や
十
一
日
を
忘
る
ま
じ

受
験
の
子
受
話
器
の
向
こ
う
に
は
づ
む
声

引
鶴
や
気
流
に
の
っ
て
声
の
こ
し

淵
脇　

護

大
堂
早
苗

山
嵜
加
代
子

二
階
堂
妙
子

迫
口
君
代

関
佳
代
美

関
喜
久
雄

大
堂
正
弘

坂
口　

子

二
階
堂
恵
子

小
林 　

貢

小
林
如
月

中
仮
屋
辰
子

後
藤
ヨ
シ
エ

町
田
末
則

母
木
良
平

川
島
輝
文

宗
方
正
喜

米
尾
和
子

坂
之
下
典
子

中
山
タ
マ
エ

浜
田
美
代
子

松
元
睦
子

岩
下
ち
江

は
る
か
な
る
段
々
畑
長
島
の
打
ち
寄
す
波
は
胸
を
ゆ
す
る
よ

フ
ァ
ミ
マ
と
か
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
と
言
わ
れ
て
も
ど
こ
が
違
う
か
今
だ
解
か
ら
ず

雑
草
を
抜
か
ず
残
し
て
虫
の
声
月
は
冴
え
お
り
我
が
家
の
夕
べ

は
る
ば
る
と
阿
蘇
の
山
よ
り
広
が
り
し
蝶
を
支
え
る
ク
ラ
ラ
草
生は

ゆ

何な
に
こ
と事

も
目め

の
前ま

え

何な
ん

だ
気き

を
付つ

け
る
人ひ

と
こ
と事

思お
も

う
な
自じ

ぶ
ん
し

分
知
る
の
だ

あ
つ
け
な
く
逝
き
た
る
友
を
送
り
し
夜
津
軽
訛
り
の
口
調
が
消
え
ず

猫
の
ア
ナ
介
護
の
末
に
送
り
け
り
名
残
り
惜
し
さ
よ
残
る
品
々

く
ず
な
だ
り
美
し
き
若
葉
か
な



個
人
情
報
の
た
め
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。
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5月号
［No.218］

令和６年

2024年5月9日木曜日 発行

編
集
後
記

▽
今
月
号
で
は
、
黒
の
瀬

戸
大
橋
50
周
年
記
念
の
特

集
を
阿
久
根
市
と
合
同
で

掲
載
し
ま
し
た
。
阿
久
根

市
で
は
、５
月
15
日
（
水
）

に
発
行
予
定
で
す
の
で
、

こ
ち
ら
も
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。
私
は
、
特
集
ペ
ー

ジ
を
作
成
す
る
の
が
初
め

て
の
た
め
、
阿
久
根
市
の

担
当
者
に
教
わ
る
こ
と
ば

か
り
で
し
た
。
こ
の
場
を

お
借
り
し
て
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
こ
の
経
験
を
生

か
し
て
今
後
も
特
集
ペ
ー

ジ
を
作
成
し
て
い
こ
う
と

思
い
ま
す
。

大
西　
洋
介

リベンジキビルフェス開催
天候不良で延期となったキビルフェス2024を5月19(日 )に開催します。
※今回は規模縮小での開催になります。

〇日時
　５月19日（日）
　午前10 時～午後４時

〇会場
・長島町＝蔵之元漁港
・天草市＝うしぶか海彩館

〇内容
・長島会場、牛深会場でのマルシェ
・フェリー代往復500 円
・ステージは長島のみ開催



月
日 月 火 水 木 金 土

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局、◇小児当番医 10 時～正午）

２０２４６

７ ８２ ６

１４９ １２ １３

２１ ２２１６ １７ １９ ２０

１１

４３

１８

１０

５/31 １５/30

５

２３ ２４ ２５

５/26 ５/27

１５

２７

５/28 ５/29

２６ ２８ ２９

３０

　　　　　　　　　

〇にのみやこどもクリニック 62-0167
〇脇本病院 75-2121
〇福田クリニック 79-3775
□出水マリンバ薬局　63-8601
□三文字薬局 75-0073
◇にのみやこどもクリニック 62-0167

■燃やせるごみ
　（平尾・蔵之元・川内）
　　　　　（鷹巣・諸浦）

　 　　

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ　　　　　　

（獅子島）
◎乳児健診

（保健福祉センター）

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

○鷹巣診療所 86-0054
○よう皮ふ科医院 63-1112
○林胃腸科外科 73-3639
○福田クリニック 79-3775
□長島調剤薬局 64-5555
□あすか薬局 63-7322
□会営薬局阿久根店 72-5060
□そうごう薬局 64-8161
◇出水総合医療センター 67-1611

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ
　　　　　　　（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
◎１歳６カ月健診　　　
　　（保健福祉センター）

■燃やせるごみ・天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ・天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
■燃やせるごみ（獅子島）

○平尾診療所 88-2595
○友愛クリニック 64-2101
○植村整形外科 72-1041
○福田クリニック 79-3775
□うらくぼ薬局 82-2539
□かしま薬局 63-3970
◇こどもクリニック永松 64-1500

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

◆肺・大腸がん等検診

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ
　　　　　　　（獅子島）
◎母子相談（２カ月）◎母子相談（２カ月）
　　（　　（保健福祉センター））

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
　　　　　　　
■燃やせるごみ・天ぷら油

（獅子島）

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ
　　　　　　　（獅子島）

◆肺・大腸がん等検診

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
■びん・有害　
　　　　　　　（獅子島）
◎幼児歯科検診
　　（保健福祉センター）

■燃やせるごみ・天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ・天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
■燃やせるごみ（獅子島）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

〇長島クリニック 88-6405
〇東医院 67-1861
〇有村産婦人科・内科 73-4180
◇出水総合医療センター 67-1611

○鷹巣診療所 86-0054
○つかさとクリニック 67-5560
○鶴見医院 73-0553
◇キッズクリニック 63-7707

祝日には、国旗を掲げましょう！
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